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じょうえつ市議会だより

9月定例会

市長への申入れ・全員協議会

11月に意見交換会を開催

令和６年度の決算を審議

市民×議員

市長の不適切発言に対する議会の対応

議
会
の
対
応
は

今
夏
の
深
刻
な
水
不
足
―



議会の対応を UPPICK

議
会
と
　
　
の
動
き

和
７
年
４
月
５
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
営
高
田

発
電
所
の
水
圧
管
路
の
破
断
事
故
に
伴
い
、
城

山
浄
水
場
へ
の
水
の
供
給
が
途
絶
え
た
こ
と
か
ら
、市
で

は
城
山
浄
水
場
の
運
転
を
停
止
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

正
善
寺
ダ
ム
を
水
源
と
す
る
正
善
寺
浄
水
場
を
主
体
と

し
て
水
道
水
を
供
給
し
て
い
ま
し
た
が
、
６
月
下
旬
以

降
、
ほ
と
ん
ど
降
雨
が
な
い
状
況
や
、
平
年
を
上
回
る
暑

さ
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、正
善
寺
ダ
ム
の
貯
水
量
が
低
下

し
、
深
刻
な
水
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

令
　正善寺ダム及び正善寺浄水場を 調査しました。現場で
ダムの現状を確認したのち、浄水 場では節水対象地域
や、破断した水圧管路からの放流 状況などについて説明
を受けました。

7月 15日　農政建設常任委員会管内視察
　清里区内のほ場や坊ヶ池などを調査しました。農業
用水確保に向けた取組を確認するとともに、農業者や
坊ヶ池管理者の皆さんから現場の声をお聞きするな
ど、情報収集に努めました。

7 月 30 日　農政建設常任委員会管内視察

　ガス水道局から原水確保の取組 や節水の周知状況な
どの報告を受けて現状を確認する とともに、対応につ
いて委員間で協議しました。

7 月 28 日　農政建設常任委員協議会
　市長等から全議員が今後の対応などについて説明
を受け、「消雪用井戸からの取水は、地盤沈下に影響
しないのか」などの質疑を行いました。

8 月 28 日　全員協議会

行
政

新
潟
県
営
高
田
発
電
所
水
圧
管
路
の

破
断
事
故
発
生
、
城
山
浄
水
場
の
運
転

停
止

沢
山
川
か
ら
城
山
浄
水
場
へ
緊
急
取
水

し
、
配
水
を
再
開

①
農
政
建
設
常
任
委
員
会
が
管
内
視
察（
正

善
寺
ダ
ム
・
正
善
寺
浄
水
場
）
を
実
施

農
地
渇
水
・
高
温
対
策
本
部
を
設
置

ガ
ス
水
道
局
渇
水
対
策
本
部
を
設
置
し
、

節
水
対
象
区
域
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

40
％
以
上
の
節
水
を
要
請

破
断
し
た
水
圧
管
路
か
ら
取
水

（
８
月
31
日
ま
で
）

渇
水
対
策
統
括
本
部
を
設
置

国
及
び
県
へ
の
緊
急
要
望
活
動
を
実
施

旧
南
城
浄
水
場
稼
働
に
向
け
た
工
事

（
８
月
12
日
完
了
）

②
農
政
建
設
常
任
委
員
協
議
会
を
開
催

綱
子
川
か
ら
正
善
寺
ダ
ム
へ
の
取
水
に

向
け
た
工
事
（
８
月
１
日
通
水
）

上
越
妙
高
駅
の
消
雪
用
井
戸
か
ら
城
山

浄
水
場
ま
で
の
配
管
工
事
（
８
月
５
日

通
水
）

上
越
教
育
大
学
構
内
の
消
雪
用
井
戸
等

か
ら
正
善
寺
浄
水
場
ま
で
の
配
管
工
事

（
８
月
12
日
通
水
）

③
農
政
建
設
常
任
委
員
会
が
管
内
視
察

（
清
里
区
内
）
を
実
施

大
字
飯
地
内
の
消
雪
用
井
戸
か
ら
正
善

寺
浄
水
場
ま
で
の
配
管
工
事
（
８
月
12

日
通
水
）

国
へ
の
要
望
活
動
を
実
施

節
水
要
請
を
緩
和

（
40
％
以
上
↓ 

20
％
以
上
）

④
全
員
協
議
会
を
開
催

破
断
箇
所
を
迂
回
す
る
仮
設
配
管
か
ら

取
水
開
始

節
水
要
請
を
解
除

仮
設
配
管
に
よ
る
送
水
量
を
引
き
上
げ

る
工
事
を
県
が
実
施

４月

5日15 日 6日

7 月 6月

21 日25 日28 日29 日30 日5日

8 月

19 日28 日31 日

9 月

4日
農
地
渇
水
・
高
温
対
策
本
部
、

渇
水
対
策
統
括
本
部
を
廃
止

10日
ガ
ス
水
道
局
渇
水
対
策
本
部
を
廃
止

30日

降雪期までに

議会の対応は－ －
①

②

③

④
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令和６年度の決算を審議する

９月定例会

9/18㊍～24㊌ 9/４㊍～16㊋9/24㊌9/26㊎ 9/2㊋

市
長
に
よ
る
議
案
等
の
提
案
説
明

総
括
質
疑

　
提
案
さ
れ
た
議
案
等
に
対
し
議
員
が
質
疑

委
員
会
付
託

　
４
つ
の
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託

常
任
委
員
会
に
よ
る
審
査

　
総
務
・
厚
生
・
農
政
建
設
・
文
教
経
済

　
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
審
査

一
般
質
問
（
関
連
記
事
10
ペ
ー
ジ
）

　
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
質
問
し
、

　
市
の
見
解
を
聞
く

市
長
に
よ
る
追
加
議
案
の
提
案
説
明

委
員
会
付
託

　
２
つ
の
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託

関
連
常
任
委
員
会
に
よ
る
審
査

　
総
務
・
農
政
建
設
常
任
委
員
会
に

　
分
か
れ
て
審
査

委
員
長
報
告

　
各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を

　
全
員
で
共
有

討
論
（
関
連
記
事
８
ペ
ー
ジ
）

　
議
案
等
に
対
し
て
賛
成
か
反
対
か
を
表
明
し
、

　
同
調
を
呼
び
か
け
る

採
決
（
関
連
記
事
９
ペ
ー
ジ
）

　
議
案
等
の
可
否
を
決
定

　３・６・９・12月に開催される定例会のうち、９月
定例会の内容をお届けします。９月定例会は、主に前
年度の決算を審議する決算議会と称されており、事
業の成果や今後の課題などについて審議しました。

議会は議案のココに注目！　狩猟者や飲食店を対象にジビエの利活用を目
的とした学習会、講習会を開催することで、ジ
ビエ肉を調理する飲食店が新たに確認されるな
ど、ジビエの需要と供給の拡大を図りました。

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

検診受診者に対する精密検査の受診勧奨
はどのように行っているか。

検診受診後に通知している。また、２か月
後を目安に確認の通知もしている。それで
も受診につながらない人には、保健師や看
護師等が電話や訪問により、粘り強く受診
を促している。

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

ジビエの需要と供給の拡大につながった
取組は何か。

今後の展開をどのように考えているか。

さらなる利活用の推進が必要だと考えて
おり、引き続き講習会を開催するなど、ジ
ビエの普及に向けて取り組む。

市内 26 店舗の飲食店等に対し、調理の機
会を提供する目的でジビエのサンプル品
を提供した取組である。そのうち、5、6店
舗がメニュー化したと聞いている。

会場の様子（作品鑑賞会）

ジビエ料理講習会

令和６年度

決 算
市民１人当たり約 61万円の歳出

1,095 億円はどう使われた？

市税
312億円

繰越金
51億円

諸収入
28億円

使用料・手数料
16億円

財産収入
4億円

繰入金など
38億円

地方交付税
273億円

国庫支出金
162億円

市債
100億円

県支出金
74億円

地方消費税
交付金など
82億円

歳入総額
1,140 億円

民生費
324億円

総務費
165億円

土木費
152億円

公債費
140億円

教育費
103億円

衛生費
92億円

商工費
37億円

農林水産業費
37億円

消防費
32億円

労働費
3億円 議会費など

9億円

歳出総額
1,095 億円

※標記単位未満を四捨五入しているため、総額と内訳が一致しない場合があります。

01
point

がん検診

　美術・芸術文化の振興を図るため、新潟県美術展
覧会上越展を開催しました。
●会期：令和 6年 6 月 12 日（水）～ 16 日（日）
●会場：上越市教育プラザ体育館

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

例年６月に開催しているが、期間中の暑さ
対応や、体育館での鑑賞となることから、時
期や会場を見直す考えはあるか。

展示スペースを確保するため、教育プラザ体
育館を会場としている。主催者に開催時期の
変更等を要望しており、会場を変えずに、よ
り良い環境で鑑賞できるよう取り組む。

02
point

新潟県美術展覧会（県展）上越展

03
point

ジビエの利活用促進

　小木直江津航路を利用して市内宿泊施設に宿
泊する人に対し、宿泊割引と参加店舗で利用で
きるクーポンを配布する観光キャンペーン事業
を実施しました。

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

クーポンを利用した宿泊者 206 名を
どう分析しているか。

約半数は直江津地区、4 分の 1 は高
田地区に宿泊しており、当市への誘
客と市内消費の拡大につながったと
考えている。

04
point

上越市観光キャンペーン事業

　各種がん検診を実施し、がんの早期発見に努
めるとともに、精密検査が必要な人を医療機関
の受診につなぐことで早期治療に結び付
けました。 ３４５ ２ １

９月定例会の流れ
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リフト乗り場

新第２リフト山麓駅舎

上越妙高駅の消雪用井戸から
城山浄水場までの配管工事

アクティビティの一つである
田植え体験を行っている様子
アクティビティの一つである
田植え体験を行っている様子

　市内の小・中学生などの利用者に対し、中ノ俣の自然や
地域に暮らす人々の知恵と心に触れる自然体験学習を中
心とした総合的な環境学習の場を提供しました。

地球環境学校では、100 を超えるアクティビ
ティ（体験活動）を準備しています。ご希望
に沿って、専門スタッフがこれらのアクティ
ビティを組み立てて、プログラムを作ります。

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

環境学習プログラムは、利用者のニーズに合
わせて更新する予定はあるか。

各プログラムの評判は高く、ニーズに応えら
れている。一方で、講師の高齢化も進んでい
ることから、更新については必要に応じて検
討する。

05
point

地球環境学校の環境学習プログラム

学生、その他の求職者と企業をマッチング
するポータルサイトを妙高市と共同で構築
し、令和 6年 10 月から運用を開始

※ツリーランエリア（左図の黄色部分）について、関係
機関に使用許可申請中。令和 8 年 1 月からツリーラン
エリアを開放予定。

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

学生や若者を対象とした就労支援の啓発
活動で見えてきた課題はあるか。

高校生や市外に出た若者に対し、市内企業
の情報が十分に届いていないことから、求
人求職ポータルサイトを開設し、求人情報
等の提供を開始した。

08
point

若者の就労支援

　水道水の原水確保に向け、消雪用井戸から浄水場
までの間の配管工事等に要する経費を確保するた
め、市長が専決処分を行った旨の報告がありました。
●補正額：12 億 8,330 万円

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

設置した仮設管路の撤去も、この補正額の
範囲内に収まるのか。

緊急設置した３か所の仮設配管の撤去費用
は、補正額の範囲内に収まる見込みである。

09
point

　　 渇水に伴う原水確保に係る専決処分

　令和 4 年度に策定した将来計画に基づき、キューピット
バレイスキー場の新第 2リフト建設事業を推進しました。

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

新第 2リフト建設工事の進捗状況はどうか。

工事の約８割が完了し、当初計画より早く進んでいる。
令和７年12月下旬の供用開始を予定している。

10
point

キューピットバレイスキー場の新第２リフト建設工事

　流通備蓄とは、災害時においてあらかじめ協定を
結んだ事業者等から必要な物資を優先的に調達し、
支援物資として活用することです。

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

流通備蓄の確保に向け、どのように取り組ん
でいるのか。

災害時は災害時応援協定を締結しているスー
パーやホームセンターなどの事業者に協力を
依頼して、物資の確保に努めていく。

07
point

流通備蓄

　首都圏における魅力発信や企業・団体とのネット
ワークの強化に取り組むとともに、ふるさと納税の
取組を推進するため、令和 6年度に「ふるさと応援
室」が設置されました。

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

ふるさと応援室を設置したことによる
効果をどのように評価しているか。

スピーディーな事務執行と機動力の向
上につながった。

ふるさと応援室の設置
06
point

 R4 年度 R5 年度 R6 年度 

環境学習プログラム利用者数 3,187 人 3,334 人 2,681 人

宿泊者数 26 人 10 人 15 人

≪利用状況≫ 
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各議員の賛否は
次のページをご覧ください。

平良木議員
（日本共産党議員団）

賛　成 反　対

橋本議員
（久比岐野）

反　対

橋爪議員
（日本共産党議員団）

平良木議員
（日本共産党議員団）

賛　成

発議案第２号の採決は、無記名投票で行われました

投票の様子 開票の様子

討論とは、提案された議案等に対して、議員が賛成か反対かを
表明するものです。討論の内容も踏まえて、採決に進みます。

中川幹太市長に対する不信任決議について発議案第２号に対して

市長提出議案に対して 発議案第５号、第６号に対して

　何度にもわたって市民の信頼を
裏切るような不適切発言を繰り返
している中川市長には、市長という
重責を任せることはできない。市の
信頼を失墜させ、すでに市民の信頼
を失っていることから賛成する。

　市長の一連の発言と政治姿勢は
十分不信任に値するが、市政の空白
は許されない。また、市長選まであ
と１か月であり、最終的な判断は市
民に委ねられるべきものと考える
ことから、反対する。

　障害を持った方への医療費助成
が十分とは言えず、市民の理解を得
ないまま通年観光計画を進めたこ
となども受け入れられないため、決
算認定を始めとする全５議案に反
対する。

　政府による大きな支援がなけれ
ば、国民健康保険の多くの被保険者
が十分な医療を受けられない状況
になりかねないため、政府に対する
国庫負担の増額を求める意見書の
提出に賛成する。

審 議 結 果

各 議 員 の 賛 否 等

議案等名 審議
結果 議案等名 審議

結果

議案第83号 令和６年度上越市一般会計歳入歳出決算認定について ○ 議案第98号 上越市児童館条例の一部改正について ◎

議案第84号 令和６年度上越市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ 議案第99号 上越市ろばた館条例の一部改正について ◎

議案第85号 令和６年度上越市診療所特別会計歳入歳出決算認定について ◎ 議案第100号 市道路線の認定について ◎

議案第86号 令和６年度上越市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ 議案第101号 工事請負変更契約の締結について ◎

議案第87号 令和６年度上越市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ○ 議案第102号 財産の取得について ◎

議案第88号 令和６年度上越市病院事業会計決算認定について ◎ 議案第103号 財産の無償譲渡について ◎

議案第89号 令和６年度上越市ガス事業会計決算認定及び利益の処分について ◎ 議案第104号 損害賠償の額の決定及び和解について ◎

議案第90号 令和６年度上越市水道事業会計決算認定及び利益の処分について ◎ 議案第105号 令和７年度上越市一般会計補正予算（第４号） ◎

議案第91号 令和６年度上越市下水道事業会計決算認定について ◎ 報告第９号 専決処分した事件の承認について
（令和７年度上越市水道事業会計補正予算（専第１号）） ◎

議案第92号 令和７年度上越市一般会計補正予算（第３号） ○ 報告第10号 専決処分した事件の承認について
（令和７年度上越市一般会計補正予算（専第２号）） ◎

議案第93号 令和６年度上越市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ◎ 発議案第2号 中川幹太市長に対する不信任決議について ×

議案第94号 令和６年度上越市介護保険特別会計補正予算（第１号） ◎ 発議案第3号 高校授業料無償化を求める意見書の提出について ◎

議案第95号 令和６年度上越市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ◎ 発議案第4号 30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に関す
る意見書の提出について ◎

議案第96号 上越市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部
改正について ◎ 発議案第5号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見書の提出について ×

議案第97号

上越市議会議員及び上越市長の選挙における選挙運動用ポスター
の作成の公営に関する条例及び上越市議会議員及び上越市長の選
挙における選挙運動用ビラの作成の公営に関する条例の一部改正
について

◎
発議案第6号 米の安定供給体制の確立と農業基盤強化に向けた施策の推進を求

める意見書の提出について ×

発議案第7号 突風被害に対する支援の要望書の提出について ◎

議
案
等
番
号

議　
決　
結　
果

合計 久比岐野 市民クラブ つなぐ みらい 日本共産党
議員団 公明党 会派に属さない議員

賛　
　
成

反　
　
対

降
旗
太
地

大
島
美
香

草
間
和
幸

安
田
佳
世

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子

橋
本
洋
一

飯
塚
義
隆

江
口
修
一

熊
倉
隆
将

山
本
佳
洋

高
山
ゆ
う
子

小
林
和
孝

こ
ん
ど
う
彰
治

本
城
文
夫

平
原
留
美

滝
澤
陽
一

関
川
信
之

宮
﨑
朋
子

牧
井
邦
生

髙
橋
浩
輔

櫻
庭
節
子

石
田
裕
一

平
良
木
哲
也

上
野
公
悦

橋
爪
法
一

西
沢
智
子

山
田
忠
晴

伊
﨑
博
幸

宮
越　

馨

丸
山　

章

滝
沢
一
成

渡
邉　

隆
83 可決 28 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

84 可決 28 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

86 可決 28 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

87 可決 28 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

92 可決 28 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

発議案2 否決 10 22 無　記　名　投　票

発議案5 否決 11 20 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ × −

発議案6 否決 12 19 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ −

※○は賛成、×は反対。なお、議長（渡邉隆）は発議案 2を除き、採決には加わらない。

◎：全員賛成で可決　○○：賛成多数で可決　×：賛成少数で否決

賛否が分かれるなどした上表の網かけの議案等について、議員別に賛否等を公表します。



　一般質問とは、議員が市の行政全般にわたって、市長や教育長等に方針・見解・事実の説明・
報告などを求めるものです。今定例会では、21 人が登壇し、論戦を繰り広げました。その中か
ら一部抜粋して掲載します。

二次元コードを読み取ると、その議員の一般質問の動画を視聴できます。

● こんどう彰治　通年観光計画 / 今夏の渇水対応 / えちご・くびき野100kmマラソン・・

● 宮越馨　中川市政の評価 / 市長の政治姿勢・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 髙橋浩輔　身寄りのない高齢者の支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 橋本洋一　一般市民の消火栓使用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 江口修一　コンパクトなセンター病院の整備 / 車による津波からの避難・・・・・・

● 草間和幸　今夏の渇水対応 / 渇水から農業を守る取組 / 市長の三田市訪問・・・・・

● 安田佳世　市長公約プロジェクトの成果と課題・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 丸山章　市長公約の成果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 宮﨑朋子　災害時協力井戸登録制度の導入 / 果樹生産者団体の支援・・・・・・・・

● 平原留美　上越妙高駅駐車場の大雪対策 / 上越妙高駅前の将来像・・・・・・・・・

● 山田忠晴　HＰVワクチンの個別通知実施 / 帯状疱疹ワクチンの接種率と助成・・・・

● 石田裕一　スポーツのまちづくり / スポーツクラブ / 青少年育成会議 / 小中学校統合・・

● 伊﨑博幸　当市における外国人の現状 / 南葉高原キャンプ場の林道の安全確保・・・

● 大島美香　アニバーサリーイヤーの取組の成果 / 観蓮会の成果・・・・・・・・・・

● ストラットン恵美子　包括的性教育の推進 / グレーチング蓋の盗難抑止対策・・・・

● 滝澤陽一　市長が考えるリーダー像 / 柿崎区内における小学校統合・・・・・・・・

● 西沢智子　タクシー利用料金等助成事業の見直し・・・・・・・・・・・・・・・・

● 飯塚義隆　大潟工業団地、新規工業団地の整備促進 / 保倉川放水路の整備促進・・・

● 平良木哲也　学校給食費の無償化 / 多文化共生の教育推進・・・・・・・・・・・・

● 高山ゆう子　いじめから子どもを守る取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 橋爪法一　農業に関心を持てる学校給食の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・

11ページ

12 ページ

13 ページ

14 ページ

15 ページ

16 ページ

17 ページ

じょうえつ市議会だより 2025秋11 じょうえつ市議会だより 2025秋 10

　
　
当
市
に
お
け
る
高
齢
者
単
身
世
帯
、
高
齢
者
の
み

世
帯
の
状
況
と
今
後
の
推
移
の
予
測
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
、
65
歳
以
上
の
単
身
高

齢
者
世
帯
は
１
万
１
，
９
７
３
世
帯
、
高
齢
者
の
み
世

帯
は
１
万
７
７
０
世
帯
で
、
今
後
も
増
加
傾
向
で
推
移

す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

　
　
身
寄
り
の
な
い
、
身
近
に
頼
れ
る
人
が
い
な
い
高

齢
者
等
が
生
活
し
て
い
く
上
で
の
困
難
や
課
題
を
ど
う

捉
え
、
ど
の
よ
う
な
手
立
て
を
講
じ
て
い
る
か
。

　
　

課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、
市
や
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
令
和
６
年
度

に
市
が
策
定
し
た
「
上
越
市
に
お
け
る
身
寄
り
の
な
い

人
へ
の
支
援
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
な
ど
に
基
づ

き
、
本
人
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
横
須
賀
市
で
は
、
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等
が
自

分
の
意
思
を
自
ら
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に

な
っ
た
場
合
に
備
え
て
必
要
な
情
報
を
市
が
預
か
り
、
万

一
の
時
に
定
め
ら
れ
た
対
象
に
伝
達
す
る
「
終
活
情
報

登
録
事
業
」
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
世
代
同
居
・

近
居
を
支
援
す
る
自
治
体
が
増
え
て
き
て
お
り
、
高
齢

者
を
身
寄
り
の
な
い
状
態
に
し
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、

当
市
で
も
取
組
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
横
須
賀
市
等
の
先
進
事
例
に
つ
い
て
は
よ
く
研
究

し
、
必
要
な
も
の
は
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
三
世
代

同
居
・
近
居
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
し
て
積
極
的
に
促

す
こ
と
は
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
中
川
市
政
の
４
年
間
は
度
重
な
る
不
適
切
発
言
な

ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
選
挙
に
は
勝
っ
た
が
、
適
切

な
市
政
運
営
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
断
言
す
る
。
こ

う
し
た
評
価
は
上
越
市
史
に
不
名
誉
な
記
録
と
し
て
残

り
、
市
民
の
名
誉
と
誇
り
を
傷
つ
け
た
。
相
手
の
こ
と

考
え
ず
発
言
す
る
姿
は
幼
稚
す
ぎ
る
。
失
っ
た
行
政
の

信
頼
を
回
復
す
る
に
は
、
市
長
の
辞
職
し
か
な
い
。

　
　
私
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
は
、
一
歩
一
歩
前
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
市
政
運
営
に
対
す
る
信
頼

の
回
復
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に
問
題
は
な
い
か

　
　
中
川
市
長
の
行
政
統
治
能
力
の
欠
如
は
驚
く
ば
か

り
だ
。
特
に
能
登
半
島
地
震
で
の
対
応
、
渇
水
対
策
に

お
け
る
危
機
管
理
能
力
が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。
中
川

市
長
に
は
限
界
を
感
じ
る
。
議
会
か
ら
の
２
度
に
わ
た

る
辞
職
勧
告
は
直
ち
に
受
け
入
れ
る
べ
き
だ
。

　
　
残
さ
れ
た
任
期
に
お
い
て
、
市
長
と
し
て
の
職
責

を
全
う
し
た
い
。

　
　
今
の
財
政
状
況
は
大
変
厳
し
い
。
監
査
委
員
も
指

摘
す
る
よ
う
に
、
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
財
政
破
綻
も

あ
り
得
る
。
火
力
発
電
所
か
ら
の
巨
額
な
税
収
が
無

か
っ
た
ら
財
政
破
綻
し
て
い
る
。
責
任
は
重
い
が
ど
う
か
。

　
　
今
以
上
の
厳
し
い
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
適
正
化
に
よ
り
、
財
政
調
整
基

金
に
過
度
に
頼
ら
な
い
収
支
構
造
へ
の
転
換
に
努
め
る
。

　
　
鉄
道
博
物
館
建
設
の
見
送
り
は
、
通
年
観
光
計
画

と
の
乖
離
が
生
じ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
当
初
の
概
算
事
業
費
を
約
４
億
６
，
０
０
０
万
円

と
見
込
ん
だ
が
、
そ
の
後
の
ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ
く
施

設
整
備
で
は
約
21
億
６
，
０
０
０
万
円
に
膨
ら
ん
だ
。

安
定
的
な
運
営
に
は
、
年
間
約
４
万
５
，
０
０
０
人
の

来
館
者
や
、
物
販
・
飲
食
な
ど
で
毎
月
約
１
０
０
０
万

円
以
上
の
売
り
上
げ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
把
握
し
た

た
め
、
整
備
を
見
送
る
こ
と
が
適
当
と
判
断
し
た
。

　
　
通
年
観
光
計
画
そ
の
も
の
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
地
域
の
鉄
道
遺
産
を
面
的
に
捉
え
る
手
法
で
取
組

を
推
進
す
る
た
め
、
計
画
変
更
は
考
え
て
い
な
い
。

今
夏
の
渇
水
に
お
け
る
危
機
管
理
は

　
　
城
山
浄
水
場
へ
の
配
水
管
の
破
損
に
よ
り
、
節
水

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
節
水
要
請
に
唐
突
感
を
感
じ

る
。
危
機
管
理
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
情
報
発
信
、
伝
達
の
在
り
方
は
改
善
の
余
地
が
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
対
応
に
つ
い
て
今
後
検
証
す
る
。

え
ち
ご
・
く
び
き
野
１
０
０
ｋｍ
マ
ラ
ソ
ン
終
了
か

　
　
令
和
８
年
度
で
終
了
す
る
と
し
た
が
、
再
考
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　
実
行
委
員
会
の
決
定
を
尊
重
し
て
、
令
和
８
年
度

に
開
催
す
る
大
会
を
最
後
と
し
た
い
。

こ
ん
ど
う　
彰
治（
市
民
ク
ラ
ブ
）

通
年
観
光
計
画

市
長
公
約
と
乖
離
は
？

髙
橋　
浩
輔
（
み
ら
い
）

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の

安
心
を
支
え
る
た
め
に

宮
越　
馨
（
無
所
属
）

市
政
混
乱
！
停
滞
に
は

市
政
の
立
て
直
し
が
必
定

AAAA QQQQ

AA

A

A

A A Q

QQ

Q Q

Q
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人
事
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
課
題
は
。

　
　
政
策
分
類
に
基
づ
く
組
織
再
編
、
ふ
る
さ
と
応
援

室
や
地
域
ク
ラ
ブ
推
進
室
等
を
設
置
し
た
。ま
た
、ジ
ョ

ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
や
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

等
を
勘
案
し
た
配
置
を
行
い
、
職
員
の
意
欲
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
組
織
風
土
や
人
材
育
成
、
業
務
効

率
化
等
に
対
す
る
肯
定
的
な
意
見
が
低
い
こ
と
か
ら
、

組
織
と
し
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
勘
案
し
た
人
事
異

動
の
在
り
方
な
ど
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
地
域
自
治
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
課
題
は
。

　
　
令
和
５
年
度
か
ら
「
地
域
独
自
の
予
算
事
業
」
を

実
施
し
、
２
年
間
で
延
べ
３
２
０
件
に
及
ぶ
地
域
主
体

の
取
組
等
が
実
現
し
た
。
地
域
自
治
区
の
区
域
や
地
域

協
議
会
な
ど
に
関
す
る
議
論
の
取
り
ま
と
め
は
道
半
ば

で
あ
る
が
、
令
和
10
年
度
で
の
新
制
度
移
行
を
目
指
し
、

制
度
設
計
や
手
続
を
進
め
て
い
く
。

　
　
通
年
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
課
題
は
。

　
　
令
和
６
年
４
月
に
「
上
越
市
通
年
観
光
計
画
」
を

策
定
し
、
春
日
山
の
杉
の
伐
採
、
直
江
津
屋
台
会
館
で

の
社
会
実
験
、
高
田
の
歓
喜
橋
塗
装
な
ど
、
各
地
域
で

取
組
を
進
め
て
い
る
。
一
層
の
推
進
に
は
継
続
的
な
取

組
と
地
域
と
の
更
な
る
連
携
の
強
化
、
ま
た
、
各
種
施

策
の
実
現
に
は
多
額
の
経
費
が
必
要
で
あ
る
が
、
取
組

の
優
先
順
位
や
実
施
時
期
を
踏
ま
え
、
地
域
と
調
整
を

図
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
木
田
庁
舎
の
一
極
集
中
か
ら
「
地
域
分
権
」
へ
新

し
い
自
立
し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、

新
し
い
地
域
づ
く
り
は
で
き
た
の
か
。

　
　
地
域
独
自
の
予
算
事
業
は
、
総
合
事
務
所
等
が
市

役
所
の
各
課
と
同
じ
よ
う
に
予
算
要
求
で
き
る
仕
組
み

と
し
た
ほ
か
、
市
民
か
ら
の
困
り
ご
と
等
に
迅
速
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
総
合
事
務
所
の
緊
急
修
繕
等
の
対
象

要
件
を
緩
和
す
る
な
ど
、
改
善
を
図
っ
て
き
た
。

　
　
特
定
健
康
診
断
の
受
診
率
を
上
げ
、
寝
た
き
り
を

少
な
く
し
介
護
保
険
料
や
健
康
保
険
料
を
安
く
し
ま
す

に
つ
い
て
、
当
初
と
比
較
し
た
場
合
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
介
護
保
険
に
つ
い
て
、
介
護
支
援
専
門
員
と
市
保

健
師
等
が
連
携
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
に
よ
り
、

要
介
護
認
定
者
数
、
認
定
率
は
横
ば
い
で
推
移
し
て
い

る
。
ま
た
、
低
所
得
者
の
保
険
料
上
昇
抑
制
の
た
め
、

保
険
料
の
更
な
る
多
段
階
化
や
負
担
割
合
の
見
直
し
を

行
い
、
介
護
保
険
料
は
２
３
３
円
の
減
と
な
っ
た
。

　
　
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
制
度
の
導
入
を
進
め
ま

す
に
つ
い
て
、
進
捗
を
聞
き
た
い
。

　
　
こ
の
間
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
と
第
７
次
総
合

計
画
の
各
施
策
を
関
連
付
け
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
を
図
っ
て
き
た
。
一
方
、
国
で
は
令
和
７
年

度
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
制
度
に
つ
い
て
の
見
直
し

が
行
わ
れ
、
財
政
支
援
の
仕
組
み
が
大
き
く
変
更
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
総
合
的
な
取
組
を
展
開
し
て
い
く
中
で
、

有
効
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　
　
災
害
時
の
井
戸
水
利
用
は
、
住
民
の
近
く
で
素
早

く
給
水
体
制
を
構
築
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
災

害
時
に
お
け
る
生
活
用
水
確
保
と
共
助
と
い
う
点
か
ら
、

個
人
や
事
業
者
所
有
の
井
戸
を
災
害
時
に
開
放
す
る

「
災
害
時
協
力
井
戸
登
録
制
度
」
の
導
入
に
つ
い
て
、

検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
当
市
は
地
盤
沈
下
の
影
響
を
配
慮
す
る
必
要
が
あ

る
ほ
か
、
水
質
確
認
の
頻
度
や
方
法
、
井
戸
水
を
汲
み

上
げ
る
設
備
の
維
持
管
理
な
ど
、
整
理
す
べ
き
課
題
が

少
な
く
な
い
。
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
市
外
か
ら

の
給
水
協
力
を
含
め
、
行
政
に
よ
る
応
急
給
水
活
動
を

基
本
と
し
な
が
ら
、
災
害
発
生
時
の
状
況
に
応
じ
て
、

可
能
な
範
囲
で
個
人
や
事
業
者
が
所
有
す
る
井
戸
の
活

用
を
図
る
こ
と
と
し
、
引
き
続
き
、
他
自
治
体
の
事
例

や
、
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

果
樹
生
産
者
団
体
へ
の
支
援
を
！

　
　
市
内
の
果
樹
生
産
地
に
お
け
る
生
産
者
団
体
の
抱

え
る
担
い
手
不
足
な
ど
の
諸
課
題
へ
の
対
応
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　
　
後
継
者
の
確
保
や
栽
培
技
術
の
伝
承
、
災
害
時
の

迅
速
な
対
応
な
ど
の
取
組
は
、
果
樹
産
地
と
し
て
継
続

し
て
い
く
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
考
え

る
。
引
き
続
き
、
生
産
者
団
体
の
ご
意
向
や
ご
要
望
を

お
聴
き
し
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
適

切
な
支
援
に
意
を
用
い
て
い
く
。

　
　
１
０
０
床
程
度
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
セ
ン
タ
ー
病
院

建
設
と
、
セ
ン
タ
ー
病
院
の
収
支
改
善
策
を
聞
き
た
い
。

　
　

財
政
負
担
の
軽
減
に
つ
な

が
る
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
改
築
費
の
縮
減
も

視
野
に
入
れ
、
基
本
計
画
を
見
直

す
。
ま
た
、
診
療
報
酬
の
加
算
や

生
産
性
向
上
な
ど
の
改
善
策
の

う
ち
、
実
行
確
度
が
高
い
も
の
を

抽
出
し
、
取
り
ま
と
め
る
作
業
を

進
め
て
お
り
、
実
行
に
移
す
準
備

を
整
え
て
い
る
。

津
波
か
ら
の
車
避
難
に
よ
る
交
通
渋
滞
へ
の
対
応
は

　
　
津
波
か
ら
の
車
避
難
に
よ
る
交
通
渋
滞
と
、
避
難

行
動
要
支
援
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　
避
難
は
「
原
則
徒
歩
」
と
し

つ
つ
、
自
力
で
の
避
難
が
難
し
い

避
難
行
動
要
支
援
者
は
「
車
に
よ

る
避
難
も
可
能
」
と
す
る
新
た
な

方
針
を
示
し
た
。
ま
た
、
支
援
が

必
要
な
人
や
支
援
者
な
ど
を
可

視
化
し
た
「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
円
滑

で
実
効
性
の
高
い
個
別
避
難
計

画
の
作
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
　
火
災
発
生
時
の
初
期
消
火
活
動
に
お
け
る
市
民
の

消
火
栓
使
用
に
つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
強
い
要
望
が
あ

る
。
法
令
に
禁
止
す
る
定
め
は
な
く
、
使
用
を
認
め
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
な
ど
、
そ
の
取
り
扱
い
は
一
律
で

は
な
い
。
行
政
は
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
責
務
が

あ
る
。
一
生
懸
命
に
働
い
て
、
よ
う
や
く
築
き
あ
げ
た

財
産
が
目
の
前
で
燃
え
て
い
る
時
に
、
火
を
消
そ
う
と

す
る
行
動
を
抑
制
す
る
権
限
が
市
に
あ
る
の
か
。
消
防

車
が
到
着
す
る
ま
で
の
短
い
時
間
の
消
火
栓
使
用
で
あ

れ
ば
、
市
長
の
責
任
に
お
い
て
市
民
が
自
分
の
財
産
を

守
ろ
う
と
す
る
行
動
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
法
令
に
定
め
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
一
般
市
民
が

危
険
な
消
火
活
動
に
関
わ
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
の

判
断
で
、
消
火
栓
を
使
用
し
な
い
よ
う
呼
び
か
け
て
き

た
。
消
防
庁
や
県
防
災
局
、
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合

の
見
解
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
消
防
団
幹
部
と
意
見

交
換
し
た
結
果
、
安
全
装
備
を
持
た
ず
、
訓
練
を
積
ん

で
い
な
い
市
民
が
火
元
に
向
か
う
こ
と
は
大
変
危
険
な

行
為
で
あ
る
と
の
見
解
が
改
め
て
示
さ
れ
た
。
市
と
し

て
は
、
消
火
活
動
に
は
防
火
衣
な
ど
の
防
護
装
備
と
安

全
か
つ
適
切
な
操
作
を
行
う
た
め
の
訓
練
が
不
可
欠
で

あ
り
、
安
全
性
が
確
保
で
き
な
い
状
態

で
市
民
が
消
火
栓
や
消
防
ホ
ー
ス
を

使
い
消
火
活
動
を
行
う
こ
と
は
大
変

危
険
で
あ
る
と
判
断
し
、
常
備
消
防
や

消
防
団
の
役
割
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。

　
　
配
管
工
事
費
等
13
億
円
を
専
決
処
分
し
た
が
、
今

後
見
込
ま
れ
る
渇
水
対
応
の
予
算
措
置
の
想
定
と
、
今

後
の
水
道
料
金
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
既
に
節
水
要
請
を
解
除
し
た
た
め
、
今
後
の
予
算

措
置
は
想
定
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
専
決
処
分
に

よ
り
、
す
ぐ
に
水
道
料
金
が
上
昇
す
る
こ
と
は
な
い
。

頻
発
す
る
渇
水
か
ら
農
業
を
守
る
取
組
を

　
　
今
後
の
農
業
用
水
不
足
に
備
え
、
消
雪
用
地
下
水

を
用
水
路
に
流
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
冬
場
の
消
雪
へ
の
影
響
を
見
極
め
る
知
見
は
な
い

が
、
渇
水
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
対
策

を
研
究
・
検
討
し
て
い
く
。

　
　
干
ば
つ
の
水
田
復
旧
工
事
の
期

間
を
延
長
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
12
月
下
旬
ま
で
の
完
了
を
目
指

す
が
、
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
を

検
討
し
て
い
く
。

三
田
市
訪
問
時
の
公
費
支
出
は
適
正
か
？

　
　
市
長
の
不
適
切
発
言
に
よ
る
対
応
で
三
田
市
を
訪

問
し
た
が
、
公
費
を
使
っ
た
理
由
を
説
明
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
旅
費
は
自
己
負
担
す
る
考
え
だ
っ
た
が
、
三
田
市

訪
問
は
公
務
で
あ
り
、
私
費
で
賄
う
と
公
職
選
挙
法
違

反
の
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
公
費
か
ら
支
出
し
た
。

橋
本　
洋
一
（
久
比
岐
野
）

市
民
の
消
火
栓
使
用
を

認
め
る
べ
き
で
は

丸
山　
章
（
無
所
属
）

市
長
公
約
の
成
果
等
は

江
口　
修
一
（
久
比
岐
野
）

セ
ン
タ
ー
病
院
の
コ
ン
パ

ク
ト
化
と
収
支
改
善
策
は

今
夏
の
渇
水
対
策
の

影
響
と
今
後
の
取
組
は

草
間　
和
幸
（
久
比
岐
野
）

安
田　
佳
世
（
久
比
岐
野
）

市
長
公
約
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
り
残
し
は
な
い
の
か
？

宮
﨑　
朋
子
（
つ
な
ぐ
）

災
害
時
に
備
え
て

官
民
が
で
き
る
こ
と
は
？

津波被害に遭った石川県珠洲市津波被害に遭った石川県珠洲市 地域医療センター病院地域医療センター病院
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当
市
の
性
教
育
の
現
状
と
課
題
を
聞
き
た
い
。

　
　
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
人
権
教
育
に
配
慮
し

な
が
ら
発
達
段
階
に
応
じ
て
指
導
し
て
い
る
が
、
専
門

性
を
有
し
な
い
担
任
等
が
資
料
の
選
定
や
授
業
の
工
夫

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　
　
教
職
員
等
に
対
す
る
研
修
や
教
育
の
機
会
を
積
極

的
に
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
産
婦
人
科
医
等
の
専
門
家
に
よ
る
研
修
を
検
討
す

る
な
ど
、
知
識
や
理
解
を
深
め
る
取
組
を
行
う
。

　
　
幼
児
期
の
性
教
育
の
必
要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
幼
児
期
は
子
ど
も
の
ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
醸
成

に
大
切
な
時
期
で
あ
り
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
自
分
と

相
手
の
体
を
大
切
に
す
る
指
導
な
ど
、
幅
広
い
側
面
か

ら
性
教
育
を
推
進
す
る
。

　
　
こ
ど
も
家
庭
庁
が
進
め
て
い
る
、
妊
娠
前
か
ら
の

心
身
の
健
康
を
整
え
る
取
組
で
あ
る
「
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
ケ
ア
推
進
５
か
年
計
画
」
に
基
づ
く
当
市
の
取

組
は
ど
う
か
。

　
　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
性
の
正
し
い

知
識
や
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
を

広
く
周
知
す
る
取
組
を
行
う
。

安
心
安
全
を
脅
か
す
盗
難
か
ら
公
共
物
を
守
る
！

　
　
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
の
盗
難
抑
止
対
策
を
聞
き
た
い
。

　
　
重
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
蓋
を
使
用
し
た
り
、
市
名
を

刻
印
し
た
盗
難
防
止
金
具
を
取
り
付
け
る
。

　
　
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
の
取
組
に
つ
い
て
、
観

桜
会
・
謙
信
公
祭
・
上
越
ま
つ
り
に
お
け
る
入
込
数
や

経
済
効
果
は
ど
う
か
。

　
　
観
桜
会
は
52
万
５
，
０
０
０
人
、
上
越
ま
つ
り
は

24
万
３
，
０
０
０
人
、
謙
信
公
祭
は
９
万
７
，
０
０
０

人
と
い
ず
れ
も
前
年
を
上
回
り
、
市
外
か
ら
の
来
訪
も

増
加
し
た
。
物
産
や
宿
泊
の
売
上
が
好
調
と
の
声
が
あ

り
、
地
域
経
済
に
効
果
が
あ
っ
た
。

　
　
未
来
づ
く
り
補
助
金
の
実
績
と
今
後
の
方
向
性
を

聞
き
た
い
。

　
　
13
件
を
採
択
し
、
本
町
商
店
街
で
の
市
民
参
加
型

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多
様
な
取
組
が
行
わ
れ
た
。
制
度
を

継
続
す
る
予
定
は
な
い
が
、
新
た
な
担
い
手
の
拡
大
や

将
来
へ
の
広
が
り
に
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

高
田
城
址
公
園
観
蓮
会
の
成
果
は

　
　
第
46
回
観
蓮
会
の
来
場
者
数
と
情
報
発
信
の
効
果
、

商
店
街
と
の
連
携
や
ク
ー
ポ
ン
活
用
に
よ
る
回
遊
性
向

上
の
効
果
、
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　
来
場
者
数
は
10
万
１
，
０
０
０
人
で
、
上
越
観
光

Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
の
閲
覧
数
は
２
万
４
，
２
４
３
件
と
な
っ
た
。

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
や
乗
馬
体
験
が
好
評
で
、
商
店

街
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携
も
一
定
の
回
遊
効
果
が
あ
っ
た
。

熱
中
症
対
策
で
は
、
お
休
み
処
や
涼
み
処
を
設
置
し
、

給
水
や
休
憩
に
訪
れ
る
姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
今

後
も
実
行
委
員
会
と
連
携
し
て
、
対
応
し
て
い
く
。

　
　
当
市
に
お
い
て
、
外
国
人
雇
用
の
上
限
人
数
は
定

め
て
い
る
か
。

　
　
自
治
体
が
独
自
に
雇
用
者
数
の
上
限
を
設
け
る
制

度
等
は
な
い
。

　
　
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
６
年
度
現
年
分
の
実
績
は
、
世
帯
主
が
外
国

人
で
あ
る
場
合
の
収
納
率
は
97
・
45
％
、
全
体
の
収
納

率
は
96
・
58
％
と
な
っ
て
お
り
、
外
国
人
が
世
帯
主
で

あ
る
方
が
、
全
体
の
数
値
を
若
干
上
回
っ
て
い
る
。

　
　
外
国
人
世
帯
と
日
本
人
世
帯
の
生
活
保
護
受
給
率

は
ど
う
か
。

　
　
９
月
１
日
現
在
、
日
本
人
の
み
で
構
成
す
る
世
帯

数
７
万
５
，
７
０
３
世
帯
に
対
し
、
生
活
保
護
受
給
世

帯
は
１
０
０
９
世
帯
、
受
給
率
は
１・
３
％
で
あ
る
。

一
方
で
外
国
人
を
含
む
世
帯
数
２
１
２
４
世
帯
に
対
し
、

生
活
保
護
受
給
世
帯
は
25
世
帯
、
受
給
率
は
１・
２
％

で
あ
る
。

南
葉
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
な
が
る
林
道
の
安
全
は

　
　
南
葉
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
な
が
る
林
道
の
ガ
ー

ド
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
安
全
施
設
に
つ
い
て
、
現
状
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　
一
部
の
区
間
に
お
い
て
、
老
朽
化
と
雪
の
重
み
に

よ
り
、
支
柱
の
傾
き
の
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
の
た
る
み
や

断
裂
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
優
先
順
位
を
定

め
て
、
順
次
に
維
持
補
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど

う
か
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
、
人
と
地
域
が
結
び
付
き
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
は
？

　
　
積
極
的
な
支
援
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
重
要
な

存
在
と
捉
え
て
い
る
が
、
収
入

減
や
指
導
者
不
足
で
解
散
す
る

団
体
も
あ
り
、
財
政
面
や
人
材

面
で
の
支
援
を
協
議
し
て
い
る
。

地
域
・
学
校
・
地
域
青
少
年
育
成
会
議
の
連
携
を

　
　
連
携
希
薄
化
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
考
え
か
。

　
　
少
子
化
や
学
校
統
廃
合
な
ど
の
学
校
を
取
り
巻
く

状
況
を
見
極
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
携
が
時
世
に
合
っ
て

い
る
か
と
い
っ
た
観
点
で
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
。

今
後
の
小
中
学
校
統
合
の
方
向
性
は
？

　
　
少
子
化
が
進
む
中
、
今
後
の
学
校
統
合
の
方
向
と
、

廃
校
し
た
地
域
の
賑
わ
い
促
進
の
取
組
は
ど
う
か
。

　
　
統
合
前
提
で
な
く
、
望
ま
し
い
学
習
環
境
の
確
保

を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
廃
校
し
た
地
域
に
つ

い
て
は
、
資
源
を
活
か
し
た
学
び
の
場
の
提
供
や
地
域

活
動
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
に
１
回
以
上
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
た
方
が
、
公
費
に
よ
る
接
種
を
希
望

す
る
場
合
、
遅
く
と
も
令
和
７
年
12
月
末
ま
で
に
２
回

目
、
令
和
８
年
３
月
末
ま
で
に
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
象
者
に
個
別
通
知

を
行
い
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
促
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
に
１
回
以
上
接
種
し
、
７

月
末
時
点
で
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
人
は
５
３
２
人

と
な
っ
て
お
り
、
対
象
と
な
る
５
３
２
人
の
方
が
、

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
期
間
内
の
令
和
８
年
３
月
ま
で
に
、

確
実
に
３
回
接
種
で
き
る
よ
う
、
既
に
接
種
勧
奨
の
通

知
を
送
付
し
て
い
る
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
の
接
種
率
と
助
成
は

　
　
令
和
７
年
度
か
ら
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接

種
化
さ
れ
た
が
、
現
在
の
接
種
率
は
ど
の
程
度
か
。
ま

た
、
接
種
率
向
上
の
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
奨
に
向

け
た
取
組
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
国
は
原
則
と
し
て
65
歳
以
上
を
定
期
接
種
の
対
象

者
と
し
て
お
り
、
令
和
７
年
７
月
ま
で
の
接
種
率
は

11・３
％
と
な
っ
て
い
る
。広
報
上
越
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
り
周
知
す
る
と
と
も
に
、
定
期
接
種
の
対
象

者
に
対
し
、
個
別
に
通
知
を
行
っ
た
。

　
　
接
種
費
用
の
助
成
を
拡
充
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
現
時
点
で
は
独
自
に
接
種
費
用
の
助
成
額
を
上
乗

せ
す
る
考
え
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

　
　
令
和
７
年
２
月
の
大
雪
時
、
上
越
妙
高
駅
の
市
営

駐
車
場
が
満
車
状
態
に
な
っ
た
の
は
、
ど
の
く
ら
い
か
。

ま
た
、
定
期
利
用
者
か
ら
の
苦
情
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
１
日
の
う
ち
１
回
で
も
満
車
状
態
と
な
っ
た
の
は
、

２
月
５
日
か
ら
24
日
ま
で
の
20
日
間
で
、
最
も
多
い
西

口
駐
車
場
で
12
日
だ
っ
た
。
こ
の
期
間
内
に
市
営
駐
車

場
の
定
期
駐
車
券
利
用
者
か
ら
、
満
車
で
駐
車
で
き
な

い
と
い
う
苦
情
が
３
件
あ
っ
た
。

　
　
次
の
冬
に
向
け
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

　
　
冬
期
は
上
越
妙
高
駅
周
辺
の
駐
車
台
数
が
減
少
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
公
共
交
通

機
関
の
利
用
を
促
す
こ
と
な
ど
、
事
前

周
知
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
民

間
駐
車
場
の
事
業
者
に
対
し
て
も
、
引

き
続
き
粘
り
強
く
除
雪
の
協
力
を
求

め
て
い
く
。

10
年
後
の
上
越
妙
高
駅
前
の
姿
は
？

　
　
Ｉ
Ｔ
企
業
を
集
積
し
た
後
の
上
越
妙
高
駅
前
に
、

さ
ら
に
必
要
な
も
の
は
何
か
。

　
　
将
来
的
に
は
、
上
越
妙
高
駅
周
辺
地
域
を
Ｉ
Ｔ
企

業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
種
多
様
な
企
業
や
団
体
、
そ
し

て
行
政
や
教
育
研
究
機
関
な
ど
が
集
ま
り
、
産
官
学
に

よ
る
共
創
に
よ
っ
て
、
新
た
な
価
値
や
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
の
循
環
を
生
む
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
場

と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

伊
﨑　
博
幸
（
無
所
属
）

当
市
に
お
け
る

外
国
人
の
現
状
は

平
原　
留
美
（
つ
な
ぐ
）

上
越
妙
高
駅
周
辺
駐
車
場

降
雪
時
も
利
用
し
や
す
く

山
田　
忠
晴
（
公
明
党
）

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

個
別
通
知
の
実
施
を
！

石
田　
裕
一
（
み
ら
い
）

ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
！

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子（
久
比
岐
野
）

包
括
的
性
教
育
で

正
し
い
知
識
を
！

大
島　
美
香
（
久
比
岐
野
）

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー

取
組
の
成
果
は

うらがわらスポーツクラブ主催
「うらスポマラソン大会」
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地
場
産
農
産
物
の
使
用
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

　
　
米
は
上
越
市
産
の
「
つ
き
あ
か
り
」
を
１
０
０
％

使
用
し
、
地
場
産
野
菜
は
令
和
６
年
度
で
14
％
で
あ
る
。

課
題
と
し
て
は
、
一
定
の
規
格
を
満
た
し
た
必
要
量
の

安
定
確
保
や
、
使
用
時
期
に
よ
っ
て
は
他
の
産
地
よ
り

も
高
値
に
な
る
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
　
学
校
給
食
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
農
業
へ
の
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
一
層
の
努
力
が
必
要

で
あ
る
。
農
業
は
人
間
の
命
を
守
る
も
っ
と
も
重
要
な

職
業
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
根
本
に
据
え
つ
つ
、
で
き

る
だ
け
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、

た
く
さ
ん
の
生
き
物
と
の
繋
が
り
の
中
で
農
作
物
が
生

産
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
と
い
っ
た
取
組

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
学
校
の
授
業
や
給

食
の
時
間
だ
け
で
な
く
、

農
業
体
験
や
生
産
者
と

の
交
流
を
通
じ
て
顔
の

見
え
る
関
係
づ
く
り
が

大
事
で
あ
る
。
子
供
た

ち
か
ら
農
業
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
担
い

手
が
育
つ
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
市
立
小
中
学
校
の
い
じ
め
の
件
数
は
、
令
和
３
年

度
３
７
２
件
か
ら
令
和
６
年
度
４
８
４
件
と
増
加
し
、

さ
ら
に
そ
の
中
で
「
ひ
ど
く
叩
か
れ
た
り
蹴
ら
れ
た
り

す
る
」
が
38
件
と
聞
き
、
大
変
驚
い
て
い
る
。「
い
じ
め

見
逃
し
ゼ
ロ
ス
ク
ー
ル
集
会
」
や
「
命
・
き
ず
な
を
考

え
る
講
座
」
を
開
催
し
、
命
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の

心
を
学
ぶ
取
組
を
し
て
い
る
が
、
い
じ
め
の
件
数
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

　
　
い
じ
め
の
定
義
が
「
い
じ
め
の
発
生
」
か
ら
「
い

じ
め
の
認
知
」
に
変
更
さ
れ
た
た
め
と
分
析
し
て
い
る
。

　
　
子
ど
も
が
、
自
分
や
相
手
の
人
権
や
権
利
を
理
解

で
き
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い

か
。
子
ど
も
た
ち
が
興
味
・
関
心

を
持
っ
て
人
権
を
学
べ
る
Ｃ
Ａ

Ｐ
ワ
ー
ク
で
い
じ
め
対
策
に
本

気
で
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

　
　
有
効
な
取
組
だ
と
認
識
し
て
お
り
今
後
も
検
証
す

る
が
、
各
学
校
で
の
主
体
的
な
取
組
を
尊
重
し
た
い
。

　
　
今
、
新
潟
の
性
教
育
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
「
性
を
正
し
く

学
ぶ
」
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、

ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
新
潟
の
取
組

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　

包
括
的
性
教
育
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
お
り
、
講
師
と
し
て

お
呼
び
し
て
交
流
を
深
め
た
い
。

　
　
令
和
８
年
度
か
ら
の
学
校
給
食
費
無
償
化
の
見
通

し
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　
公
表
内
容
以
外
は
、
具
体
的
な
連
絡
は
な
く
、
い

わ
ゆ
る
三
党
合
意
に
基
づ
く
今
後
の
議
論
に
つ
い
て
は
、

未
だ
不
透
明
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
国
の
交
付
金
を
活
用
す
れ
ば
、
市
の
裁
量
で
無
償

に
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
臨
時
交
付
金
は
、
生
活
者
支
援
、
事
業
者
支
援
の

事
業
に
活
用
し
、
給
食
費
無
償
化
に
全
額
充
て
ず
、
総

合
的
な
観
点
か
ら
調
整
さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

　
　
教
育
委
員
会
は
、
無
償
化
分
を
要
求
し
た
の
か
。

　
　
教
育
委
員
会
の
要
求
と
し
て
は
、
食
材
の
高
騰
分

を
支
援
す
る
予
算
と
し
た
。

　
　
そ
れ
は
消
極
的
だ
。
令
和
８
年
度
は
小
学
校
だ
け

で
は
な
く
、
中
学
校
も
無
償
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
金
額
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

多
文
化
共
生
の
教
育
を

　
　
国
籍
、
民
族
、
考
え
方
に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の

人
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
行
政
で
あ
り
、
教
育
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
共
通
認
識
を
持
っ
て
も
ら
え
る
か
。

　
　
異
文
化
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
異
な
る
習
慣
、

文
化
を
持
っ
た
人
々
と
と
も
に
生
き
て
い
く
態
度
や
能

力
を
育
成
す
る
学
習
を
行
い
、
国
家
・
民
族
・
人
種
に

対
す
る
偏
見
や
先
入
観
を
排
除
し
、
互
い
の
基
本
的
人

権
を
尊
重
し
合
う
態
度
の
育
成
に
努
め
る
。

　
　
大
潟
工
業
団
地
の
分
譲
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
７
年
度
内
に
所
有
権
移
転
登
記
や
遺
跡
発
掘

調
査
を
進
め
、
令
和
８
年
度
か
ら
造
成
工
事
に
着
手
し
、

令
和
９
年
４
月
の
分
譲
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
市
内
の
分
譲
可
能
面
積
と
、
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
５
年
前
に
は
26　
が
分
譲
可
能
で
あ
っ
た
が
、
現

在
は
民
地
も
含
め
８
ha
程
度
で
あ
る
。
企
業
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
５
年
か
ら
10
年
の
間
で
25

　
か
ら
30　
不
足
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　
事
業
用
地
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新

規
工
業
団
地
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
の
基
本
計
画
を

早
期
に
策
定
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
早
く
関
係
機
関
と
調
整
し
、
具
体
的
な
場
所
で
具

体
的
な
動
き
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
企
業
誘
致
は
、
地
元
企
業
の
雇
用
環
境
に
影
響
を

与
え
る
が
、
そ
の
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
様
々
な
人
材
確
保
策
と
併
せ
、
雇
用
が
少
な
く
税

収
効
果
の
高
い
Ｉ
Ｔ
関
連
非
労
働
集
約
型
産
業
の
誘
致

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

保
倉
川
放
水
路
の
整
備
促
進
の
進
捗
は

　
　
事
業
化
に
向
け
た
進
捗
は
ど
う
か
。

　
　
事
業
化
の
詳
細
な
時
期
は
、
現
時
点
で
は
未
定
と

さ
れ
て
い
る
が
、
令
和
７
年
９
月
３
日
の
大
雨
で
は
、

放
水
路
ル
ー
ト
周
辺
で
被
害
が
生
じ
て
お
り
、
一
刻
も

早
い
事
業
化
に
向
け
、
国
に
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
障
害
の
あ
る
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
余
暇
活
動
や
社
会
参
加
の
た
め
の

外
出
支
援
を
行
う
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
等
助
成
事
業
に

つ
い
て
、
令
和
６
年
６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
年
内

に
タ
ク
シ
ー
券
を
使
い
切
っ
た
際
の
追
加
交
付
を
求
め

た
と
こ
ろ
、「
物
価
高
騰
が
続
い
て
い
る
た
め
令
和
７
年

度
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
答
弁
が

あ
っ
た
。
多
く
の
障
害
者
の
方
に
と
っ
て
引
き
続
き
移
動

の
不
安
が
残
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
間

の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
助
成
事
業
で
は
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
、
自
動
車
燃

料
購
入
券
、
自
動
車
燃
料
購
入
費
助
成
に
加
え
、
令
和

６
年
度
か
ら
は
、
路
線
バ
ス
利
用
券
と
タ
ク
シ
ー
利
用

券
の
セ
ッ
ト
券
を
新
設
し
、
希
望
に
応
じ
て
選
択
さ
れ

た
も
の
を
交
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
６
年
の
一
般

質
問
後
に
は
、
県
内
自
治
体
に
お
け
る
実
施
状
況
の
調

査
や
、
障
害
者
団
体
と
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
「
タ

ク
シ
ー
券
が
不
足
す
る
場
合
が
あ
る
」
と
の
声
を
お
聞

き
し
た
こ
と
を
受
け
、
タ
ク
シ
ー
券

の
増
額
や
追
加
交
付
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
き
た
。
引
き
続
き
、
制

度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
の
声

や
、
他
の
自
治
体
の
取
組
事
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
令
和
８
年
度
予
算

編
成
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
市
を
代
表
す
る
市
長
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
像
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
現
場
主
義
に
基
づ
き
、
市
民
と
の
対
話
を
通
じ
て
、

多
様
な
思
い
や
地
域
の
実
情
を
把
握
し
な
が
ら
、
市
民

の
目
線
に
立
っ
て
市
政
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。

　
　
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ど
の
よ
う
な
成
果
を
残
せ
た
か
。

　
　

市
政
運
営
を
振
り
返
る
と
、
反
省
す
べ
き
点
も

多
々
あ
っ
た
が
、
市
民
に
約
束
し
た
公
約
の
お
お
む
ね

６
割
に
つ
い
て
、
一
定
の
成
果
を
持
っ
て
実
現
が
図
ら

れ
た
。
将
来
都
市
像
と
し
て
掲
げ
る
「
暮
ら
し
や
す
く
、

希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
目
指
す
ま

ち
づ
く
り
を
着
実
に
前
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

柿
崎
区
内
に
お
け
る
小
学
校
統
合
の
今
後
は

　
　
今
後
の
統
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

　
　
統
合
先
で
あ
る
柿
崎
小
学
校
に
つ
い
て
、
校
舎
壁

面
の
全
面
的
な
改
修
や
窓
サ
ッ
シ
の
入
替
え
、
内
装
改

修
と
い
っ
た
大
規
模
な
改
修
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、

目
標
と
し
て
い
た
令
和
９
年
４
月
の
統
合
を
１
年
先
送

り
し
、
令
和
10
年
４
月
の
統
合
に
向
け
、
現
在
、
保
護

者
や
地
域
に
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
校
舎
改
修
の
期
間
は
、
授
業
を
ど
こ
で
行
う
の
か
。

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
設
置
し
て
授

業
を
行
う
。
児
童
や
教
職
員
へ
の
負
担
が
極
力
か
か
ら

な
い
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

高
山　
ゆ
う
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

子
ど
も
の
命
と

人
権
を
守
る
取
組
を
！

平
良
木　
哲
也（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

大
潟
工
業
団
地
と
新
規

工
業
団
地
の
整
備
促
進
を

飯
塚　
義
隆
（
久
比
岐
野
）

滝
澤　
陽
一
（
つ
な
ぐ
）

市
長
が
考
え
る

リ
ー
ダ
ー
像
と
は

西
沢　
智
子
（
公
明
党
）

障
害
者
支
援
の

更
な
る
拡
充
を
！

橋
爪　
法
一（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

も
っ
と
農
業
に
関
心
を

持
て
る
学
校
給
食
を

（性教育かるた）

ha

ha

ha

AAAA A AAAAQQQQ Q QQQQ

AA

AA

A A

AAAAA

QQQ

QQ

Q

QQQQQ



●本会議の受付
市役所６階傍聴席前で傍聴受付票に
記入してから入室してください。

●各委員会の受付
市役所５階委員会室に入室してから
傍聴受付票に記入してください。

●本会議の配信
専用サイトでライブ配信と
過去の動画を配信しています。

●各委員会の配信
YouTube でライブ配信と
過去の動画を配信しています。

ライブ配信・録画を見る議場・委員会室で傍聴する

総括質疑  １２月４日㊍ 
委 員 会  １２月５日㊎ ～ １０日㊌ 
一般質問  １２月１１日㊍ ～ １６日㊋ 

採 決  １２月１８日㊍ 

※日程は変更となる可能性があります。詳しくは、ホームページをご覧ください。 

関川広報広聴委員 

㊍

じょうえつ市議会だより 2025秋じょうえつ市議会だより 2025秋 1819

次号は、令和８年１月 25日発行です。

編
集
後
記

　

人
類
が
進
化
し
た
ひ
と
つ
の
要

因
は
言
語
を
得
た
こ
と
だ
と
言
わ

れ
て
お
り
、そ
の
後
に
文
字
が
発
明

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。人
類
が
言

語
で
感
情
等
を
伝
え
る
の
が
得
意

な
一
方
、文
字
に
よ
り
感
情
等
を
伝

え
る
の
が
言
語
の
よ
う
に
う
ま
く

い
か
な
い
の
は
こ
の
た
め
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

【
か
け
は
し
】
を
通
じ
て
議
員
活
動

を
市
民
の
皆
様
に
し
っ
か
り
伝
え

て
い
け
る
よ
う
、
更
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

関
川
信
之

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子

副
委
員
長　
櫻
庭　
節
子

委　
　
員　
降
旗　
太
地

　
　
　
　
　
西
沢　
智
子

　
　
　
　
　
山
本　
佳
洋

　
　
　
　
　
関
川　
信
之

　
　
　
　
　
小
林　
和
孝

　
　
　
　
　
上
野　
公
悦

　
　
　
　
　
渡
邉　

隆

市長の不適切発言に対する議会の対応は

議員辞職のお知らせ

― 全員協議会の開催 ―

― 市長への申入れ ―
　7月 14 日、兵庫県の三田市で食した米
に関して失言があった中川市長に、議長か
ら申入れを行いました。令和６年度、市議
会から厳重な抗議や辞職勧告決議を受けた
にもかかわらず、再び失言を重ねているこ
とから、市議会の総意として職を辞するこ
とを求めたものです。

　８月２８日に全員協議会が開催され、不適切発言に伴う三田市への対応と今後の
取組等について、市長から報告を受けました。議員からは、「辞職に値する発言と市
長自身が判断したにもかかわらず、なぜ辞職しないのか」などの質疑が出ました。

　宮越馨議員、丸山章議員及び石田裕一
議員から、一身上の都合により辞職願が
提出されました。9月26日、議会がこれ
を許可し、辞職が決定しました。

石田裕一議員丸山章議員宮越馨議員

 

市長の不適切発言に対する申入れ 

 

 

上越市長 中川 幹太 様 

 

 

令和 7年 7月 1日及び 3日に行われた公務において、市長は、自身が中

学・高校生時代に居住していた兵庫県三田市で食した米を不当に貶める発

言をされましたが、これを受け、同 7日に兵庫県三田市長から抗議状が送

付されたところです。 

市長は令和 6年 6月、自身の不適切な発言について市議会から「二度と

このような事がないよう、厳重に抗議する」との申し入れを受け、加えて、

令和 6年 7月臨時会において、辞職勧告決議を受けたにもかかわらず、今

回、再び失言を重ねており、市民の市政に対する信頼感の喪失など、今後

の市政運営に計り知れない影響を与えています。 

上越市議会としては、市長の失言に対し、改めて以下のとおり申し入れ

ます。 

 

 

◯ 市議会から厳重な抗議や辞職勧告決議を受けたにもかかわらず、再び

同様の失言をしたことについて、市議会としては看過できない深刻な事

態であると考えている。 

 

〇 また、この度の失言では、他自治体の住民の気持ちを傷つけ、自治体

間の関係等においても由々しき事態を生じさせており、更に、市のイメ

ージも大きく損ねたことから、その責任は極めて重いものがある。 

 

◯ よって、市長としての責任の重さに改めて思いを致し、職を辞するこ

とを申し入れる。 

 

 

令和 7年 7月 14 日 

 

 

上越市議会 

 

議長 渡邉  隆 



市議会議員が皆さんの貴重な
ご意見をお聴きします

ご意見を聴く会・
議員と気軽にトーク

上越市議会
議員とお話し
しませんか？

議員が地域に出向き
フリーテーマで
ご意見をお聴きします。
申し込みは不要です。

１１月６日（木） １８時３０分～２０時

三和コミュニティプラザ　多目的ホール

１１月７日（金） １８時３０分～２０時

福祉交流プラザ　第１会議室

お問い合わせ ： 上越市議会事務局　☎０２５－５２０－５８０５　　

議員と気軽にトークの
申し込みはこちらから

【申込締切】11月4日（火）正午まで

子育て／教育支援／移住定住

議員と気軽にトーク

ご意見を聴く会

１１月８日（土）
ZOOMによる初のオンライン開催！
ご自宅から参加可！定員は10名です！

   　ーお申し込み・参加にあたっての留意事項－

・氏名、メールアドレス、電話番号をお伺いします。　
・意見交換の様子を議会だより等に掲載します。

事前申込が必要です。
二次元コードまたは
電話でお申し込みください。

今 回 の
テ ー マ は
こ ち ら ！

１3時３０分～１５時

2025 秋
№229

令
和
7
年
10
月
25
日
発
行


